
「柏崎の橋」 

３９ 大洲橋 

大洲橋は、鵜川に分断される形となっている大

久保一丁目をつなぐ橋である。 

鵜川が大久保一丁目町内を分断して流れている

のは、昭和５３年の６．２６水害を契機とした鵜

川の激特工事により、川筋が大幅に変更されたた

めである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつてこの地域を蛇行して流れていた頃の鵜川

には、上流から順に柏鉱橋・新橋・水道橋が架か

り、人々から親しまれていた。中でも新橋は江戸

時代に架けられ、幾度となく架け替えられてきた

歴史ある橋だったが、川筋の変更により３本の橋

は役割を終え、取り壊された。新しい鵜川に新設

された唯一の橋が大洲橋である。 

命名の由来は定かではないが、長年親しまれて

きた３本の橋に代わる橋であるため、地域の名前

を冠したと考えられる。 

橋は長さ６２．５ｍ、幅５．５ｍのコンクリー

ト製。新設された１１７ｍの市道５－５３号線の

一部であり、昭和５７年１２月２４日に市道と併

せて供用を開始した。両端の親柱にある銘板の揮

毫は、激特工事に尽力した当時の今井哲夫市長に

よるものである。 

 

銘板には「竣工昭和五十八年三月」とある。昭

和５８年３月２日、氷雨降る中で行われた新しい

鵜川の通水式には、関係町内から多くの市民が詰

めかけ、通水の様子を見守った。 

鵜川激特工事のため移転を余儀なくされた８８

戸のうち６７戸が、住宅が密集する大久保一丁目

地内からによるものであったという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和５９年３月２７日に産業文化会館で行われ

た「鵜川激甚災害対策特別緊急整備事業竣工式」

には地権者・国会・県会・市会・県市当局・工事

関係者約２５０人が参集し、約６４億円の巨費を

投入した大事業の完成を祝った。 

 

 

 

工事中の大洲橋付近 

（柏崎市史資料集 近現代篇３下より） 現在の大洲橋 

●参考にした本 

柏崎市史資料集 近現代篇３下 （２２４Ｋシヘ） 

柏崎市史編さん委員会 編 

子供とつづるふるさと大洲 （２２４Ｋオオ） 

柏崎市立大洲小学校 編 

わたしたちのまち 大洲 （２２４ワタ） 

『わたしたちのまち大洲』編集委員会 編 
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